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港
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

空
港
の
民
間
委
託
は
全
国
で
進
め
ら

れ
、
仙
台
空
港
は
鉄
道
事
業
を
主
力
と

し
て
い
る
企
業
が
中
心
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
空
港
と
縁
が
な
い
会
社
に
見
え

ま
す
が
、
東
京
か
ら
新
幹
線
で
約
１
時

間
半
の
仙
台
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

の
宿
泊
需
要
の
高
ま
り
を
見
込
ん
だ
こ

と
や
、
自
社
の
バ
ス
を
活
用
し
て
空
港

と
東
北
各
地
と
の
二
次
交
通
網
を
新
た

に
つ
く
る
こ
と
も
考
え
た
上
で
、
運
営

に
参
入
し
た
と
伺
い
、
民
間
な
ら
で
は

の
発
想
と
機
動
力
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
ち
の
可

能
性
を
広
げ
活
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
が
、
新
幹
線
の

駅
を
誘
致
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
人

が
降
り
ず
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま

す
。
一
方
で
、
世
界
遺
産
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
の
よ
う
に
、
移
動
に
時
間
が
か
か

る
不
便
な
場
所
で
も
、
多
く
の
人
が
訪

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

駅
や
空
港
の
整
備
と
同
時
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
「
行
っ
て
み

た
い
」「
そ
こ
に
行
か
な
い
と
始
ま
ら

な
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
空
港
の
民

間
委
託
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
気
付
か

な
い
帯
広
の
特
性
を
活い

か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
提
案
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
価
値

や
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
十
勝
・
帯
広
に
は
、
食
や
農
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
広
が
り
、
日
高
山
脈

襟
裳
国
定
公
園
の
国
立
公
園
化
に
向
け

た
動
き
な
ど
、
空
港
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
活
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
、
一
括
委
託
さ
れ
る
７

空
港
の
中
で
、
最
も
魅
力
的
で
成
長
率

一
位
の
空
港
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

海
に
向
か
っ
て
突
き
出
て
い
る
岬
、

青
い
空
、
真
っ
白
な
雪
を
頂
く
山
脈
、

緑
や
黄
、
茶
色
が
織
り
な
す
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
。
こ
ん
な
風
景
を
ど
こ
か
で
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
羽
田
空
港

を
出
発
し
、
帯
広
に
近
づ
く
飛
行
機
か

ら
見
え
る
風
景
で
す
。
出
張
が
多
い
仕

事
を
し
て
い
た
時
、
世
界
中
の
国
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
か
ら

見
た
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
と
同
じ
く
ら
い
、

美
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
と
か
ち
帯
広
空
港
」
は
昭
和
56
年

に
開
港
し
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
空
港
を
安
全
に
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
空
港
運
営
や
滑
走
路

の
整
備
な
ど
に
、
年
間
約
４
億
円
の
費

用
が
必
要
で
す
。
令
和
３
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
民
間
委
託
で
は
、
最
終
的
に

２
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
30
年
間
の
委
託
で
約
77
億
円

の
経
費
が
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
計
画
的
な
空
港
整
備
も
行
わ
れ
、

安
全
・
安
心
で
快
適
に
利
用
で
き
る
空
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表 1  火災発生状況

表 2  帯広市の住宅火災被害状況

住宅用火災警報器によって火災を未然に防げた事例

い
の
ち
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
防
火
の
切
り
札

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
消
防
庁
舎
３
階
、☎
26・９
１
２
４
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
内
で
起
き
た
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
知
ら

せ
る
こ
と
で
、
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

火
災
死
者
の
約
７
割
は
住
宅
で
発
生

　

平
成
30
年
中
の
全
国
に
お
け
る
住
宅

火
災
の
件
数
は
総
出
火
件
数
の
約
３
割

で
す
が
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

総
死
者
数
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
に
お
い
て
も
、
同
年
中
の
総

出
火
件
数
の
約
５
割
が
住
宅
火
災
で
、

火
災
に
よ
る
唯
一
の
死
者
１
人
も
、
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
し
た
。（
表
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を

感
知
し
、
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
知

ら
せ
る
警
報
器
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
市
の
平
成
30
年

中
の
被
害
状
況
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、死
者
は

出
て
お
ら
ず
、設
置
し
て
い
な
い
場
合

に
比
べ
焼
損
床
面
積
は
約
３
割
、損
害

額
は
約
１
・５
割
程
度
低
く
な
り
、大
き

な
効
果
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。（
表
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

　

今
年
全
国
で
実
施
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
に
よ
る
と
、

十
勝
は
全
国
・
全
道
平
均
よ
り
設
置
率

が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
表
３
）

　

現
在
、住
宅
に
設
置

し
て
い
な
い
場
合
は

早
急
に
設
置
し
、す
で

に
設
置
し
て
い
る
場

合
は
正
常
に
機
能
す

る
か
定
期
的
に
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

平成30年 帯広市 全国
総出火件数 33件 3万7900件
住宅火災 16件 1万912件
総死者数 1人 1422人
住宅火災に
よる死者数 1人 1001人

平成30年 設置あり 設置なし
死　者 なし 1人
焼損床面積 120㎡ 183㎡
損害額 1064万9000円 1242万1000円

表 3  全国の設置率
（令和元年 6 月 1 日時点）
全　国 82.3%
北海道 82.0%
十　勝 73.0%

　居住者がストーブの上にプラスチック製の卓上ほうきを置き忘れ、別室で過ご
していたところ、住宅用火災警報器の警報音が鳴った。ストーブを見ると、卓上
ほうきから煙が出ていたのでストーブのスイッチを切り、卓上ほうきに水をかけ
出火に至らなかった。（道内）

事例1

　居住者が、台所のＩＨクッキングヒーターでソバをゆでたまま入浴。鍋の中のゆ
で汁が蒸発し、ソバが焦げたことにより煙が発生。台所に設置した住宅用火災警報
器（煙式）が感知したことにより警報音が鳴り、２階の同居者が気付いたことで、Ｉ
Ｈクッキングヒーターのスイッチを切ることができ火災には至らなかった。（道内）

事例2

無くそう！住宅火災
　住宅火災の主な原因は、たばこ、ストーブ、こんろです。
これらの火災を起こさないために「三つの習慣・四つの対策」
を心掛けましょう。

住宅防火
いのちを守る 三つの習慣・四つの対策

対策１対策１
逃げ遅れを
防ぐために、
住宅用

火災警報器を
設置する

逃げ遅れを
防ぐために、
住宅用

火災警報器を
設置する

対策２対策２
寝具、衣類および
カーテンからの
火災を防ぐために、

防炎品を
使用する

寝具、衣類および
カーテンからの
火災を防ぐために、

防炎品を
使用する 対策３対策３

火災を
小さいうちに
消すために、

住宅用消火器などを
設置する

火災を
小さいうちに
消すために、

住宅用消火器などを
設置する

対策４対策４
お年寄りや

体の不自由な人を
守るために、
隣近所の

協力体制をつくる

お年寄りや
体の不自由な人を
守るために、
隣近所の

協力体制をつくる

習慣１習慣１
寝たばこは
絶対しない
寝たばこは
絶対しない

習慣２習慣２
ストーブは、

燃えやすいものから
離れた位置で
使用する

ストーブは、
燃えやすいものから
離れた位置で
使用する

習慣３習慣３
ガスこんろなどの
そばを離れるときは、
必ず火を消す

ガスこんろなどの
そばを離れるときは、
必ず火を消す


